
 

「子ども・子育て応援都市宣言」区民ワークショップの概要 

 

 

日程 ： 平成２７年１月１６日（金） １８：３０～２１：００ 

会場 ： 北沢タウンホール２Ｆ 集会室１、２ 

テーマ： 第１部 「宣言の骨子」「宣言のイメージ」について 

     第２部 「子ども・子育て応援都市宣言」を区民に知ってもらうためには 

 

 子ども・子育て応援都市宣言の策定にあたり、広く区民の方々よりご意見・ご提案をいただく

ため、区民ワークショップを開催した。当日は、５０名の参加者が７つのグループに分かれ、グ

ループワーク形式で話し合いが進められた。 

第１部では、下記の子ども・子育て応援都市宣言（イメージ）を基に、「宣言を見て感じたこ

と」、「あなたが宣言するとしたら」をテーマに議論を行い、その後、各グループで「子ども・

子育て応援都市宣言」をつくり、発表を行った。発表の後には、参加者が共感できるグループの

宣言への投票を行った。 

 第２部では、今後、宣言を広く区民に知ってもらうための普及・啓発の手法について、グルー

プでアイデアを出し合い、最後に各グループより発表を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て応援都市宣言（イメージ） 

 

子どもは、ひとりの人間としてかけがえのない大切な存在です。

うれしい時には笑い、悲しいときには涙を流します。子どもには、

元気に遊び、学び、育つ権利があります。 

 子どもは、地域の宝です。大人が子どもをしっかり支えることで、

子どもは成長に応じて社会に参加し責任を果たすことを学んでいき

ます。親や家族、施設と学校、地域の大人は、子どもが自分らしく

安心して育つ環境を、つくっていきます。 

 子どもは、未来の希望です。若い芽がすくすく育っていくように、

子どもの今をしっかり応援します。子どもと子育てにあたたかい地

域社会をつくります。 

 ここに、「子ども・子育て応援都市」を宣言します。 

 



◆各グループの「子ども・子育て応援都市宣言」及び提案のあった主な「普及・啓発の手法」 

子ども・子育て応援都市宣言（グループ１） 子ども・子育て応援都市宣言（グループ２） 

「子どもはひとりの人間として、 
かけがえのない大切な存在です。」 
うれしいときには笑い、悲しいときには 
涙を流します。子どもには元気に遊び、 
学び、育つ権利があります。 

「子どもは地域の宝です」 
大人が子どもをしっかり支えることで、 
子どもは成長に応じて社会に参加し 
責任を果たすことを学んでいきます。 
世田谷区民は、子どもが自分らしく 
安心して育つ環境をつくっていきます。 

「子どもは未来の希望です」 
若い芽がすくすく育っていくように、 
子どもの今をしっかり応援します。 
子どもと子育てにあたたかい 
地域社会をつくります。 

☆子どもたちへのメッセージ 
 「応援しているよ」 
 「子どもも大人と一緒に」 

☆主語は、「キミ」、「あなた」 

☆遊び、学び、育つ 
「失敗してもいい」 
「やりたいことを自分で選ぶ」 
「ありのままでいい」 

☆子どもと子育てに、そして人にあたたかい地域社

会をつくりましょう 
 

子ども・子育て応援都市宣言（グループ３） 子ども・子育て応援都市宣言（グループ４） 

（for子ども） 
子どもは一人の人間だ！ 
まがりながら、遠回まわりしながら 
失敗してもいいんだよ。 
がんばらなくていいんだ。 
とりあえず好きなことして遊べ。 
安心していいよ。 
あなたは自由だ。 
 
（for大人） 
大人と子どもは対等なんだ。 
子どもが自ら育つことを見守る。 
大人は横につながっていこう。 
大人は評価をしない。 
楽しく暮らせる街をこどもと一緒につくろう。 
 

（「おとな宣言」、「子ども宣言」もつくりたい） 

大人も昔は子どもでした。 
うれしい時には笑い、悲しい時には泣きます。 
子どもには、遊び、学び、自分の気持ちや意見を表

現する権利があります。 

失敗し、迷惑をかけながら育ちます。 
区民ひとりひとりが子どもと子育てをしている人をし

っかり支えることで、子どもは成長に応じて社会に

参加し、責任の大切さを学びます。 
親や家族、施設と学校、地域の大人は、子どもが自

分らしく安心して育つ環境をつくっていきます。 

未来は子どもたちがつくります。 
そのために、子どもの今をしっかり応援します。 
子どもと子育てにあたたかい地域・社会をつくりま

す。 
ここに「子ども・子育て応援都市」を宣言します。 
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子ども・子育て応援都市宣言（グループ５） 子ども・子育て応援都市宣言（グループ６） 

子どもはひとりの人間として、 
かけがえのない大切な存在です。 
すこやかに成長するため、子どもには、 
元気にあそび、学び、育つ権利があります。 
 
子どもは地域の宝です。 
子どもが自分らしく安心して育つ環境をつくるため

に、地域は子どもを 
地域社会の一員として尊重します。 
子どもと親の子育てを地域全体で、 
見守り、支えていきます。 
 
子どもは未来の希望です。 
子どもが夢をかなえ、 
新しい社会をつくっていけるよう、 
自分にできることをやります。 
 

☆大人も子どもも支えあう 

☆子どもにも伝え、読みとく機会、子ども達が自分

たちで宣言する機会（公立小中学校で年１回） 

☆”すくすく”じゃなくてもいいよ。と寛容に見守る 

☆「子どものこと」を分かっている人に仕上げをして

ほしい（センスよく読みたくなる） 

☆すべての子どもが自分らしく遊び、学び、育つこ

とを励ます社会をつくる役割（義務）を大人はもっ

ている 

☆子ども（みなさん）の存在は大切です 

☆子育て世代以外の人の「子育て」への関わり方、

宣言の方向性は？「すべての大人がすべての子

どもを大切に感じられる社会」をつくる 
（あなたは何をしますか？わたしにできることは

何だろう？） 

子ども・子育て応援都市宣言（グループ７） 普及・啓発の手法 （主なご意見） 

私達は子どもの今を応援します！ 
 
子どもは未来の  希望  です。 
 
子どもは地域の宝です。 

子どもには元気に遊び、学び、 
育つ権利があります。 
誰もが、子どもが健やかに自分らしく 
安心して育つ環境をつくっていきます。 

子どもと子育てをやさしく見守る 
地域社会をつくります。 
 

 

 

 

 

・子ども・子育て応援ロゴマーク・アイコンをつくる 

・宣言の歌をつくる 

・宣言のダンスをつくる（動画配信・動画投稿） 

・プロモーションビデオをつくる 

・イメージキャラクター、ゆるキャラをつくる 

・学校の授業などで、考える機会をつくる。 

・子ども版の宣言を子どもがつくる 

・子どものことを考える日として、宣言の日をつくる 

・大人も子どもに戻って遊ぶ日をつくる 

・子ども・子育て応援ランキング公募 

 （私はこんなことをやりました など） 

・ＳＮＳ、ツイッター、Facebookの活用 

・転入者全員に配布 

・母子手帳に掲載 

・区ホームページのトップページに常に掲載 

・電車、バス、駅等、公共交通機関で広告 

 


